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UAV（小型無人ヘリ）



土木現場で使えるドローン



概要・特徴

無人ヘリシステム概要

災害・防災・測量分野への活用事例

オルソ・３次元計測

ダム・橋梁・その他構造物での調査活用事例

構造物調査





計測用ドローン「SPIDER」の特徴

1
自律飛行自律飛行

3次元データ計測3次元データ計測

5

3

2 半径数mでの離着陸半径数mでの離着陸

4

オルソ画像作成オルソ画像作成

GPS捕捉なしでも飛行可能GPS捕捉なしでも飛行可能



・機体重量 3.8kg
・サイズ 95cm×95cm×40cm
・ペイロード 4.0kg
・飛行時間 25分
・耐風 15m/s
・飛行可能範囲 1,000m



・機体重量 5.4kg
・サイズ 120cm×120cm×55cm
・ペイロード 6.0kg
・飛行時間 15分
・耐風 15m/s
・飛行可能範囲 1,000m



メリットメリット

プロペラ 枚数 での差異点

4枚 8枚

長時間フライト
低コスト
コンパクト

安全性低い
耐風性能低い
ペイロード低い

高パワー
安全性高い
耐風性能高い

フライト時間小
高コスト
サイズ大

デメリット



オルソ・３次元計測オルソ・３次元計測



写真測量

フロントラップ90％・サイ
ドラップ50％以上オーバラッ
プした画像を元にバンドル調
整によるステレオマッチング
を行い、画像の撮影位置と傾

きを計算により算出



河川状況把握調査
撮影高度：100m





河川粒度分布計測









広島市災害計測



2014年9月11日首相官邸でのフライト



構造物調査構造物調査



サーモグラフィによる
構造物調査

















国土交通省推奨技術認定
次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会において、2014年度に行われた現場
検証プロジェクトの評価結果から応募があった８９技術から、ルーチェサーチの「ＳＰ
ＩＤＥＲを用いた高精度地形解析による災害調査技術」が認定を受けた。



JICAカンボジア橋梁調査JICAカンボジア橋梁調査

• 国：カンボジア
• 橋梁名：チュルイ・チョンバ
ー橋

• 計測区間：540メートル

• 国：カンボジア
• 橋梁名：チュルイ・チョンバ
ー橋

• 計測区間：540メートル







無人航空レーザ
システム

最先端のレーザシステムを高
性能UAVに搭載し樹木下の地
盤面を高密度・高精度に計測
するシステム

日本初



システム概要システム概要
機体・レーザシステム

機体サイズ 110×110×70cm
フライトタイム 15分

自律航行 可能

フライト重量 26kg
飛行可能範囲 1,000m
レーザクラス アイセーフクラス１
最大測定距離 920m
有効測定レート 50万測定/秒
視野角（FOV） 330°
取得パルス オンライン波形解析

概要: 高性能小型UAVに小型レーザとGPS/IMUを
搭載し樹木下の地盤計測を行うシステムです。

特徴1: 低高度から1秒間に50万発の高速スキャンと
オンライン波形処理を行うことによって、樹木下
の地盤面を高精度・高密度に取得します。

特徴2:最大920mの測定距離と自律飛行機能により
、広範囲のデータ取得が行えます。



樹木下の地盤データが計測できる



DSMデータ
超高密度点群データ

低高度飛行できるUAV
の特性と50万発/秒の高
性能レーザにより、1㎡
辺り3cmの高密度点群
データが取得可能です

。

1 2 3 4

地盤面データ

高精度Groundデータ

低高度かつ50万発/秒で
の計測に加え、オンラ
イン波形処理により、
樹木下の地盤データま
で高密度・高精度に取
得可能です。

樹木フィルタリング

高速フィルタリング

今まで取得できなかっ
た樹木下の点群密度を
生かし、手作業が多か
った樹木フィルタイリ
ングの自動化が可能で

す。

DEMデータ
高精度地盤データ

高密度の地盤データを
取得しているので、現
地の地形データを詳細
に再現することが可能
です。

UAV LASERUAV LASER





樹木除去前 to 樹木除去後
自動処理による樹木除去



現地植生状況



樹木除去
除去後断面




